
復興加速化への取組

令和元年９月２０日

德

資料１



２．住まいとまちの復興

１．被災者支援

３．産業・生業の再生

４．福島の復興・再生

・介護サポート拠点や相談員の見守りなどにより、心身のケア、孤立を防止
・住宅・生活再建に関する相談支援や生きがいづくりのための「心の復興」、
コミュニティの形成等を支援

・売上回復の遅れた水産加工業の販路開拓、インバウンドを中心とした観光振興、
被災地企業の人材確保等を支援

・福島県の農林水産業の再生に向け、風評の払拭を総合的に支援
・様々な企業立地支援策の活用を広く呼びかけ、企業の新規立地・増設等を促進

復興の進展に応じて生じる課題にきめ細かく対応

生産設備はほぼ復旧、観光振興や風評の払拭等を支援

帰還困難区域を除くほとんどの地域で避難指示解除。復興・再生に向けた動きが本格化

・被災者の住宅再建に向けた災害公営住宅や宅地の整備
・復興道路・復興支援道路、鉄道、港湾など発展基盤となる交通・物流網の整備

住宅再建は着実に進捗、平成３０年度までに概ね完了

現状と課題（総括）

・避難指示解除区域では、帰還に向けた生活環境の整備を推進
・帰還困難区域における「特定復興再生拠点」の整備を推進

・官民合同チームによる自立支援、「福島イノベーション・コースト構想」の推進、環境再生に向けた取組を推進

・「風評払拭・リスクコミュニケーション強化戦略」に基づき、風評被害への対応を推進 １



１．被災者支援

移転先での新たなコミュニティ形成に向けて

復興の進展に応じて生じる課題にきめ細かく対応

生活支援相談員による見守り訪問

避難者は、当初の47万人から5万人に減少（ 2019年8月）
応急仮設住宅等の入居者は、0.8万人（ 2019年8月）

現状

取組
① 住宅再建を急ぐとともに、仮設生活から恒久住宅への移行を支援
・ 岩手・宮城において復興・創生期間中の仮設生活の解消を目指す

② 復興のステージに応じた切れ目のない支援
・ 避難の長期化に対応した 見守り、心身のケア
・ 仮設住宅からの移転先における 新たなコミュニティ形成支援
・ 生きがいづくりのための 「心の復興」 等

２











５.「復興五輪」に向けた取組

① 被災地での競技開催

② 聖火リレー

・2020年３月26日、福島県「ナショナルトレーニングセンターＪヴィレッジ」
にてグランドスタート（被災３県のリレー日数は各３日間）

・聖火リレーに先立ち、「復興の火」として種火を被災３県で展示
（各２日間）

③ ホストタウン

・復興「ありがとう」ホストタウン（これまで支援してくれた海外の国・地
域に復興した姿を見せつつ、住民との交流を行うホストタウン）として、
被災３県の25市町村が登録済み

・2019年９月20日～11月２日、ラグビーワールドカップ開催
岩手県では、９月25日と10月13日に釜石鵜住居復興スタジアムにて試合開催

・野球・ソフトボールは福島県（県営あづま球場）、
サッカーは宮城県（宮城スタジアム）、茨城県（茨城カシマスタジアム）
で開催

④ 被災地の情報発信

・「復興五輪」海外発信プロジェクト（在京大使館への情報発信）
・ＩＯＣ委員や海外メディア関係者に対して復興の情報発信や、
被災地の食材・地元産品を紹介

・大会施設や選手村での被災地の食材、資材の使用の働きかけ ７

2020年東京大会を「復興五輪」と位置づけ、世界中からの支援に対する感謝を伝え、
被災地の復興の姿や魅力を国内外に積極的に発信。

宮城スタジアム（宮城県）

釜石鵜住居復興スタジアム（岩手県）

改修後の県営あづま球場（福島県）のイメージ






